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研究成果の概要（和文）：研究成果の概要：寸松庵色紙に代表される日本伝統芸術・芸能「かな
文」の連綿・意連の実時間的稽古法の研究を通して，所作を伴う一人稽古法の特徴を把握でき
た。この稽古よりも所作として身体全体を使い且つ動きが速い日本伝統芸能である「狂言」の
ＩＴ活用一人稽古法として，狂言よりも後世代に派生した日本舞踊の一流派のとる「振り帳」
に着目し，ＩＴ化を研究した。電子振り帳の成果を基に，「狂言」固有の所作をモーションキャ
プチァを用いて解析し，狂言版電子振り帳に基づく一人稽古法が確立できた。以上の成果は，
国際学会４篇，査読論文２篇，紀要５篇，国内学会口頭発表２７件として採録及び発表するこ
とができた。 
 

 
研究成果の概要（英文）：Abstract of Research Result:  By using “kana string” (style 
of writing) in Sunshoan-shikishi, in real time, to teach the traditional Japanese 
Arts of Renmen and Iren, an understanding of the merits of the self-training method 
with movement, was gained.  To help develop the self-training IT system for the 
traditional performing art of Kyogen that uses the whole body and quick movements, 
the study focused on and researched Furicho which is one of the schools of Nihon 
Buyo and which was derived from Kyogen.  By using “motion capture” to carry out 
a detailed analysis of the specific movements of Kyogen, a self-training method based 
on the Kyogen IT Furicho, was created.  The results mentioned above have been 
published as 4 articles for international conferences, 2 articles in journals, 5 
articles in academic bulletins and have also been used in 27 presentations in 
domestic conferences. 
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１．研究開始当初の背景 
 (1)国際化の進展と共に，日本の技術者も海

外で異文化の技術者と共同で，設計・開発・
実装・品質保証の技術的仕事が増える時代を
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迎えている。共同作業を円滑に進めるには，
異文化の相互理解は必須である。また，日本
は A.J.Toynbee や S.P.Huntington により世
界９大文明の一つとして位置づけられてお
り，異国人にとっては非常に感心を持たれて
いる。従って技術者と言えども日本の伝統芸
術・芸能を嗜み，国内外での異文化技術者の
求めに応じて，その一部を披露することが必
要である。 
 
(2)しかし，その道の師匠に如何ほど稽古指
導を付けて貰えるかと言う問題が生じる。そ
の解として，師匠による一通りの手ほどきを
得た後，ＩＴ活用一人稽古法が次善の策とな
る。この問題に対処したのが本研究の背景で
ある。 
 
２．研究の目的 
 我々の本研究着手までの研究成果及び実
績を基に，日本伝統芸術・芸能である狂言を
事例として，次のＩＴ活用一人稽古及び遠隔
指導 e-Learning システムの開発を目的とし
た。 
 
(1)海外での狂言の一人稽古法，及び適時遠
隔指導(日本在住の師範)を受けられる e-ラ
ーニングシステム 
 
(2)海外における臨場感あふれる狂言の稽
古・師範環境の提供 
 
 
３．研究の方法 
 日本の伝統文化である「狂言」を嗜むため
のＩＴ活用一人稽古法を構築するために，
我々の過去の研究成果及び実績 
●マルチメディア活用による能動的学習

授 
 業支援及び遠隔システム 
●手書き文字認識技術活用による美的躍

動 
 感ある漢字ひらがな文字の一人稽古法 

を基に，次の研究方法をとってきた。 
 またこの道の専門家として， 
  かな文では 
   ペン習字研修センター所長山下静雨
師範 
  日本舞踊では 
   叶流高弟山崎誠也氏 
    狂言では 
   大蔵流善竹家当主善竹十郎師 
の各氏の協力を得ての共同研究体制で臨ん
だ。 
 
(1)「かな文」の連綿・意連のＩＴ活用一人
稽古の所作解析及び遠隔指導システムの研
究 
 狂言所作研究の前哨戦として，同じ日本の
伝統芸術である寸松庵色紙に代表される「か
な文」 
の連綿・意連の実時間的稽古法をモデル化の
研究を開始した。これは，既に我々が所有し

ている情報工学的技術の延長にあり，この研
究で得られた知識及び技術をＩＴ活用狂言
の一人稽古方式に寄与できるものと判断か
らである。 
 
(2)日本舞踊紙媒体稽古法「振り帳」の解析
と電  子化研究 
 時代と伴に能楽(能・狂言)，歌舞伎そして
日本舞踊が派生してきている。その日本舞踊
の一派(花柳流・叶流)に，一人稽古法として
紙媒体の「振り帳」法があることが調査の結
果知り得た。この振り帳の本質を解析し，そ
れを電子化することにより，日本伝統芸術・
芸能「狂言」の所作に対して一人稽古への活
用法の準備研究とした。 
 
(3)「狂言」のＩＴ活用一人稽古法 
 現存する日本伝統芸能の一つである「狂
言」では，師匠による口伝・対面指導のみで
ある。この問題に対して，ＩＴ活用一人稽古
法として，前述(1)，(2)での研究成果を基に，
次の方法をとれることが判明した。 
 ●「かな文」の連綿・意連は一人稽古法と

して，次の動きをナビゲーションする方
式 

 ●「振り帳(日本舞踊叶流)」電子化での一
人稽古における本質抽出及び狂言所作
での追加機能 

 これらを基に，狂言では次の研究を行った。 
 ●日本舞踊と狂言の違いに伴う狂言所作

機能  の抽出と図化 
 ●モーションキャプチャを用いて，狂言一

連所作の重要点の静止とその抽出 
 ●抽出所作の学習データベースとの自動
照合 
 ●利用端末をパソコンからスマートフオ

ーンへの移植 
 狂言の稽古には，所作と台詞があるが，所
作については上述の研究方法をとってきた。
台詞の一人稽古法特に謡に対しては，次の方
法をとってきている。 
 ●「狂言謡」の稽古は，「能謡」のごま点

を活用 
 ●「能謡」のＴＶ解説等では西洋音楽的音

符を活用 
この２つを基に，電子化「狂言謡」の一人稽
古方式設計とした。 
 
 
４．研究成果 
(1)所作を伴う日本伝統文化の相互関係解明
と一人稽古法の確立 
 中国渡来の漢字や猿楽が，日本のかなで普
及しながら日本古来の文化と融合してゆき，
漢字はかな文に，猿楽は能楽に昇華した。そ
のかな文体を用いた世界的にも秀作の誉れ
高い文学として，「あはれ(幽玄)」を対象と
する源氏物語(紫式部)，「をかし(写実表現)」
を対象とする枕草子(清少納言)が輩出され
てきた。  一方，能楽は，能(幽玄美)及び
狂言(をかし)として，より芸術性へ発展した。
幽玄美の追究として能は源氏物語，写実的
「をかし」の表現の追求として狂言は枕草子



の影響を受けてきている。これらのことが本
研究の中で明らかになってきた。－査読論文
②参照－ 
 時代が進み，能楽から歌舞伎，歌舞伎から
日本舞踊が派生してきた。以上の日本伝統文
化・芸能の稽古は，師匠による口伝・対面指
導が全てである。本研究中に，その日本舞踊
の一流派ある花柳流や叶流には，口伝・対面
指導の予備稽古において，一連の所作と台詞
を記した紙媒体の「振り帳」が用いられてい
ることが判明した。この振り帳機能こそ，本
研究におけるＩＴ活用一人稽古法の根幹と
して確立した。－査読論文②参照－。 
 
(2)かな文の連綿・意連における形式美と躍
動感  のＩＴ支援法 
 能楽との依存関係にある「かな文」の連綿
及び意連の形式美及び躍動感ある表現法す
なわち所作の一人稽古法は，能楽のうち狂言
の一人稽古法と不可分の関係にあるとの前
提を基にして，狂言の一人稽古法の準備研究
として位置づけした。 
 かな文一人稽古法の研究は，かな文の専門
家である山下静雨師匠との共同研究として
着手した。文章内容は現代文ではあるが，寸
松庵色紙に代表されるかな文の書体で如何
に表現できるか，その一人稽古法の研究であ
る。専門家の持つひらかな文字列の美的躍動
感的表現規則(暗黙知)を分析し，それを予め
知識データベースとしてコンピュータ上に
形式知化しておく。稽古者は表現したい現代
文(ひらかな文)をコンピュータに入力する。
その文字列の各文字の形(○型，△型，長方
形等)，始点と終点，終点と次の文字の始点
の連綿のあり方，そして縦書き右寄りから中
央線への復帰法等をタブレット活用により，
逐次ナビゲーションする一人稽古方式を考
案し採用した。その成果は，共同研究である
師範から 80％以上のできであると高い評価
を得た。そしてかな文と同様に，伝統芸術・
芸能である狂言一人稽古法のソフトウェア
設計方式に道が開けた。－査読論文①参照－。 
 
(3)日本舞踊一流派の一人稽古法「振り帳」
の分  析と電子化 
 かな文一人稽古法は，文字という確固たる
記録機能がある。しかし，能楽・歌舞伎等の
所作を主体とする伝統芸術・芸能の稽古は師
匠との対面指導のみから成り立ち，記憶媒体
がない。歌舞伎から派生した日本舞踊の一人
稽古法を研究してゆく課程において次のこ
とを発見した。日本舞踊の一流派である叶流
では，師範による対面指導の前後において，
紙媒体の振り帳を用いて一人稽古する方法
がとられている。 
 この紙媒体の振り帳を分析し，紙媒体から
電子化することを試みた。その結果を以下に
示す。 
 ●専門家利用の場合，紙媒体よりも電子振

り帳では紙媒体よりも 56％の時間削減
がなされた。 

●素人の手書きと電子化比較では，一長一
短が判明した。 

 
 そして，振り帳紹介及び実装システムの評
価は，叶流高弟の山崎誠也氏の協力を得た。
－査読論文(2)，学会口頭発表⑦，⑭，⑳参
照－。 
 
(4)狂言所作の一人稽古法 
 以上の準備研究から，狂言所作特に「小舞」 
の一人稽古法として 
 ●かな文一人稽古の知識データベース及

びナビゲーション方式 
 ●日本舞踊一人稽古の振り帳の「振りの機

能」  及び「電子化振り帳」エディタ
の流用 

を基本とする。更に，所作の基本機能を分析
した結果，稽古上注目すべき所作の身体的箇
所にマークを付け 

●モーションキャプチャ(マーカによる動
作識別方式) 

を採用することに実現できることが判明し
た。 
 これら，設計方式を基にしてソフトウエア
実装が進み，現在評価に向けての準備作業中
である。方式及びその実装はほぼ成功。－国
際学会①及び学会口頭発表③，④，⑥，⑩，
⑫参照－。 
 また，ＩＴ活用一人稽古に相俟って，その
稽古の進捗度合いを遠隔地の師匠により助
言を得る必要がある。そのシステムは，2001
年度科研費研究 13480051 での成果 
 ●市村 洋(代表)：科研費研究成果報告書"
ペン字・書道の稽古師範を事例としたインタ  
ーネット活用遠隔技能習得に関する研究"，  
日本学術振興会科学研究費補助交付，基盤  
研究(B)(1)，課題番号 13480051，86 頁   
(2004.03)． 
及び代表的論文 
 ●桂川泰祥，鈴木琢也，吉川大輝，鈴木雅
人，  山下静雨，水野忠則，酒井三四郎，
市村 洋  ："ペン習字の実時間遠隔指導添
削システム 
    の設計及び評価"，教育システム情報学
会 誌 ，   2006.01 Vol.23.No.1 
pp.03-13(2006.01)． 
を基に，かな文及び狂言所作の遠隔地間(サ
レジオ高専 in Tokyo -EUSS in Barcelona)
での実験にが成功している。－研究報告書③
参照－。 
 
(5)狂言謡の一人稽古法 
 狂言には所作と台詞の両側面があり，前者
は小舞，後者は謡がそれぞれ基本である。前
述の如く謡では 
 ●「狂言謡」の稽古は，「能謡」のごま点
を  活用 
 ●「能謡」のＴＶ解説等では西洋音楽的音
符  を活用 
を基に，電子化「狂言謡」の一人稽古方式設
計とした。現時点では試用版の実装段階であ
る。－学会口頭発表⑤，⑧，⑪参照－。 
 
 以上，ＩＴ活用狂言一人稽古法の研究にお
いては，研究代表者が属する大蔵流善竹家当



主善竹十郎師の協力を得ている。 
 
(6)今後の課題 
今後の課題は次の通りである。 
●ＩＴ活用狂言所作一人稽古システムの評
価 
 (芸術系大学の演劇専攻学生を被験者とし，
準備中である。) 
●上記システムのパソコンからスマートフ
ォー ンへの移植 
●ＩＴ活用狂言謡システムの完成 
●ＩＴ活用狂言所作(小舞)と謡の統合 
●狂言を事例としての研究から，日本以外に
伝 統芸術・芸能への拡張 
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